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 第 5 章では、第 4 章で明らかにした観光者の購買意向に関わりうる環境要因を独立変
数とし、モニターツアーでは対象に出来ない観光者に関わる諸要因（買物を楽しむ特性、
衝動買いの特性、ポジティブ、ネガティブ、促された要因）を組み込んだ質問票を用いて、
観光者（質問票配布：2,000部、回収：445部）が購入した店舗の評価について調査を行い、
共分散構造分析を行った。その結果、サービススケープの全体評価である「活気のある沖
縄的地元感」と普段の観光旅行で買物を楽しむ特性である「SET」が、今回の土産物購買に
関わるポジティブな感情である「PA」を媒介変数とし、土産物購買に関わる促された感情
である「URGE」と「再購入意向」に正の関係にあることが示された。なお、「SET」と「活
気のある沖縄的地元感」では、物理環境の評価である「活気のある沖縄的地元感」のパス
係数が大きいことが示され、個人特性を加味した上でも、環境要因の評価が再購入意向へ
与える影響が示された。 
最後に第 6 章では、これまでの研究結果を踏まえ、観光目的地における店舗特性と観光
者の購買意向との関連性に関して整理を行い、本研究の今後の展望について述べた。 
本研究では、観光者が現地で目にするサービススケープの評価が観光者の購買意向に少
なからず影響を与えていることを示し、観光分野の既存研究で見落とされていた環境要因
の観光者購買意向に対する影響を明らかにしたという意味で観光研究のリサーチギャップ
を埋めるものである。こうした諸領域（人間－環境系や消費者行動など）における評価手
法とその観光学への応用は、観光者の現地での購買意向の生成の仕組みを理解する上で有
効だと考えられ、「人と環境との関係性」という枠組みは観光現象の理解に手掛かりを提供
してくれるものだと考えられる。 
